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社
会
学
史
関
係
資
料

　
　
－
大
山
彦
一
の
著
作
目
録
1

南

裕

子

社会学史関係資料

序

　
戦
時
下
の
社
会
学
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
軍

事
的
侵
攻
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の

家
族
や
農
村
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究
の
進
展
が
あ
る
。
例
え
ば
、

牧
野
巽
、
清
水
盛
光
、
福
武
直
の
中
国
家
族
、
農
村
社
会
研
究
、
秋

葉
隆
の
朝
鮮
及
び
満
蒙
の
宗
教
社
会
学
的
研
究
、
岡
田
謙
の
台
湾
未

開
社
会
に
お
け
る
家
族
研
究
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
学
史
上

は
、
当
時
活
発
で
あ
っ
た
民
族
論
の
一
つ
の
展
開
と
し
て
、
ま
た
は

戸
田
貞
三
以
来
の
実
証
的
研
究
の
流
れ
の
　
つ
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
秋
元
、
一
九
七
九
、
二
七
三
頁
、
二
七

（
1
）

六
頁
）
。
本
資
料
が
と
り
あ
げ
る
大
山
彦
一
も
満
洲
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
こ
の
領
域
で
研
究
活
動
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
大
山
と
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
満
蒙
地
域
の
研
究
に
つ
い
て
見
て

も
、
戦
前
か
ら
質
・
量
共
に
か
な
り
の
民
族
学
、
社
会
学
的
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
山
も
関
心
を
示
し
た
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
正
か
ら
昭
和
初
頭
に
は
日
本
人
研
究
者
が

実
証
的
研
究
を
始
め
て
お
り
、
鳥
居
竜
蔵
、
村
山
智
順
、
石
橋
丑
雄
、

赤
松
智
城
、
秋
葉
隆
、
三
上
次
男
ら
の
研
究
蓄
積
が
あ
っ
た
（
竹
田
、

一
九
八
二
、
五
五
三
頁
）
。
建
国
大
学
で
大
山
の
同
僚
で
あ
っ
た
大

間
知
篤
三
（
民
俗
学
）
も
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
研
究
を
多
く
残
し
て
い
る
。

更
に
、
後
述
す
る
満
洲
民
族
学
会
の
機
関
誌
か
ら
も
、
満
蒙
の
諸
民

族
に
関
す
る
様
々
な
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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そ
し
て
法
律
・
政
策
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
で
は
あ
っ
た
が
、
満

洲
国
政
府
機
関
に
よ
る
調
査
活
動
の
中
に
も
、
家
族
・
親
族
や
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
戦
後
は
、
中
国
の
国
内
的
要
因
及
び
そ
れ
ま
で
の
日
中
関

係
の
影
響
に
よ
り
旧
満
洲
を
含
む
中
国
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
は

途
絶
え
て
し
ま
う
。
そ
し
て
満
洲
の
場
合
は
、
「
『
日
本
の
学
者
の
研

究
物
は
日
記
の
一
頁
た
り
と
も
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
其

れ
は
将
来
の
東
北
－
満
洲
の
こ
と
ー
の
文
化
建
設
の
必
要
な
る

資
材
で
あ
る
か
ら
。
且
つ
又
、
日
本
学
者
の
研
究
物
は
、
日
本
帝
国

主
義
の
尻
馬
に
乗
っ
て
、
且
つ
又
東
北
民
衆
の
犠
牲
と
搾
取
の
上
に

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
敵
産
と
み
な
す
。
も
し
此
の
禁
を
犯
せ

る
こ
と
を
発
見
し
た
る
時
は
、
其
の
属
す
る
団
体
の
引
揚
を
停
止
す

る
』
と
い
う
厳
し
い
『
当
局
』
か
ら
の
達
し
」
（
『
中
国
人
の
家
族
制

度
の
研
究
』
、
一
九
五
二
、
三
二
頁
）
が
出
さ
れ
、
研
究
の
継
続

は
更
に
難
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
。
大
山
も
自
己
の
調
査
資
料
、
文

献
類
を
建
国
大
学
の
卒
業
生
の
中
国
人
に
預
け
帰
国
し
た
の
で
あ
る

が
、
結
局
そ
の
後
は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
全
て
を
失
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
こ
一
〇
年
余
り
の
間
に
、
中
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

調
査
研
究
が
可
能
に
な
り
進
展
し
始
め
た
。
こ
の
時
に
、
上
述
の
戦

前
の
研
究
蓄
積
は
、
中
国
の
社
会
変
動
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
資
料

と
し
て
の
、
ま
た
中
国
社
会
分
析
の
方
法
論
を
提
供
す
る
も
の
と
し

て
の
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
批
判
的
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
本
資
料
は
、
そ
の
た
め
の
一
資
料
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
更
に
社
会
学
史
的
に
は
、
上
述
の
資
料
批
判
か
ら
更
に

進
ん
で
、
植
民
地
・
占
領
地
域
に
お
け
る
戦
前
の
調
査
研
究
活
動
を
、

社
会
学
者
と
ア
ジ
ア
と
の
関
係
、
ア
ジ
ア
認
識
と
い
う
観
点
か
ら
再

考
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、
研
究
者
は
ど
の
よ
う
な
研

究
環
境
に
あ
り
、
当
時
の
国
家
権
力
や
「
現
実
」
に
対
し
て
自
己
を

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
の
か
、
ま
た
は
位
置
付
け
よ
う
と
し

た
の
か
。
そ
し
て
当
該
社
会
へ
の
い
か
な
る
認
識
の
下
に
研
究
を
行

い
、
そ
の
研
究
結
果
が
そ
の
後
の
認
識
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら

し
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
だ
充
分
な
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
本
資
料
は
、
以
上
の
よ
う
な

関
心
か
ら
戦
時
下
の
社
会
学
・
社
会
学
者
を
考
察
す
る
一
つ
の
事
例

と
し
て
、
旧
満
洲
に
在
住
し
研
究
活
動
を
行
っ
た
社
会
学
者
・
大
山

彦
一
の
学
問
的
な
足
跡
を
追
う
為
の
基
礎
的
資
料
で
も
あ
る
。

大
山
彦
一
の
研
究
足
跡

大
山
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
鹿
児
島
県
姶
良
郡
加
治
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木
町
に
生
ま
れ
た
。
加
治
木
町
柁
城
小
学
校
、
鹿
児
島
県
立
加
治
木

中
学
校
、
第
七
高
等
学
校
文
化
乙
類
に
通
っ
た
。
七
高
時
代
は
、

『
鶴
鳴
會
』
と
い
う
社
会
問
題
研
究
の
読
書
グ
ル
ー
プ
を
作
る
な
ど

社
会
問
題
の
解
決
に
非
常
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
年
上

級
の
小
山
栄
三
か
ら
『
社
会
学
と
い
う
面
白
い
学
科
が
あ
る
』
と
知

ら
さ
れ
、
当
時
法
学
、
経
済
学
に
期
待
を
持
ち
得
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
一
九
二
二
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
社
会
学
科
に
進

学
し
た
（
「
日
本
社
会
学
へ
の
反
省
」
、
一
九
五
六
、
五
四
〇
頁
）
。

　
東
大
で
は
、
資
本
論
の
研
究
会
を
持
っ
た
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
、

ロ
ス
、
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
等
の
社
会
学
の
文
献
に
親
し
む
と
同
時
に
、

新
潟
県
木
崎
村
の
小
作
争
議
や
足
尾
銅
山
の
争
議
に
も
駆
け
つ
け
て

い
る
（
前
掲
論
文
、
五
四
〇
頁
、
喜
多
野
、
一
九
六
七
、
一
〇
八

頁
）
。
卒
業
論
文
は
「
友
子
同
盟
の
研
究
」
で
、
戸
田
貞
三
に
提
出

し
た
。
こ
れ
は
、
友
子
同
盟
（
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
鉱
山
坑

内
夫
間
の
互
助
共
済
組
織
）
に
つ
い
て
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
調
査

に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
詳
細
に
記
述
し
、
そ
の
変
遷
（
崩
壊
）
の
要

因
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い

て
、
「
労
働
の
世
界
は
将
来
日
本
社
会
学
会
に
於
て
開
拓
さ
る
べ
き

場
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
大
山
前
掲
論
文
、
五
四

一
頁
）
。
な
お
、
東
大
で
は
、
喜
多
野
清
一
、
服
部
之
縄
、
大
宅
壮

一
ら
が
同
期
で
あ
っ
た
。

　
『
九
二
五
年
に
東
大
を
卒
業
し
、
同
年
東
邦
商
業
学
校
教
諭
を
経

て
九
州
帝
国
大
学
助
手
と
な
っ
た
。
九
州
帝
国
大
学
に
は
当
時
、
高

田
保
馬
、
小
松
堅
太
郎
ら
が
い
た
。
三
年
後
の
一
九
二
八
年
に
は
、

関
西
大
学
講
師
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
関
西
大
学
で
は
既
に
岩
崎
卯

一
が
社
会
学
担
当
で
あ
っ
た
た
め
、
大
山
の
担
当
は
社
会
学
特
殊
研

究
と
政
治
学
と
な
り
、
政
治
学
や
公
法
学
の
勉
強
を
す
る
事
と
な
っ

た
（
大
山
前
掲
論
文
、
五
四
三
頁
）
。
関
西
大
学
に
は
二
］
年
問
在

職
し
、
そ
の
間
に
学
内
外
で
様
々
な
領
域
の
研
究
者
と
接
触
し
て
い

る
。
学
外
で
は
、
米
田
庄
太
郎
、
臼
井
二
尚
ら
の
社
会
学
者
、
佐
々

木
惣
一
（
公
法
研
究
会
）
、
柳
田
国
男
（
言
語
学
研
究
会
）
、
足
立
文

太
郎
（
京
大
解
剖
学
教
室
）
、
羽
田
亨
（
京
大
東
洋
史
研
究
室
）
、
梅

原
末
治
（
京
大
考
古
学
教
室
）
ら
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
中

国
人
の
家
族
制
度
の
研
究
』
、
一
九
五
二
、
三
〇
九
頁
）
。

　
関
西
大
学
時
代
の
著
作
を
見
る
と
、
国
家
や
権
力
を
テ
ー
マ
と
し

た
政
治
社
会
学
的
な
理
論
研
究
と
満
洲
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
が

交
互
に
出
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
著
作
の
内
容
を

見
る
と
、
国
家
や
権
力
論
に
つ
い
て
は
活
字
に
な
る
よ
り
も
早
い
段

階
で
そ
の
構
想
は
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
理
論
的
研
究
を

援
用
し
て
、
満
洲
を
か
な
り
実
践
的
に
論
じ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
一
九
三
三
年
の
初
め
て
の
満
洲
訪
問
（
満
洲
産
業

学
徒
研
究
団
引
率
教
師
と
し
て
）
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5ウ〕1
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こ
の
訪
満
経
験
が
、
「
満
洲
を
理
論
的
批
判
の
対
象
よ
り
実
践
的
批

判
の
対
象
と
し
て
受
け
取
る
」
、
「
国
家
論
、
王
道
思
想
等
の
理
論
的

考
察
に
於
け
る
実
証
的
考
察
の
基
礎
的
反
省
」
な
ど
の
認
識
変
化
を

も
た
ら
し
た
と
大
山
は
述
べ
て
い
る
（
「
満
洲
を
観
る
ー
満
洲
産
業

建
設
学
徒
研
究
団
参
加
記
①
」
、
一
九
三
三
、
二
七
ー
二
八
頁
）
。

　
そ
し
て
、
徐
々
に
大
山
の
理
論
的
関
心
は
民
族
と
国
家
の
問
題
に

移
っ
て
い
る
。
折
し
も
こ
れ
は
当
時
の
日
本
の
社
会
学
の
動
向
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
民
族
と
国
家
に
関
す
る
理
論
的
考
察
と
そ
れ

ま
で
の
権
力
論
と
を
用
い
て
、
日
本
と
の
比
較
を
交
え
つ
つ
満
洲
を

論
じ
た
の
が
、
一
九
三
六
年
の
「
日
満
両
国
の
構
造
及
び
連
関
」
、

「
満
洲
社
会
の
構
造
と
其
統
制
」
で
あ
る
。
そ
の
論
点
を
要
約
す
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
満
洲
社
会
の
基
礎
構
造
は
日
本
と
比
較
す

る
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
性
が
強
く
、
そ
の
中
に
自
生
的
ゲ
マ
イ
ン
シ

ャ
フ
ト
が
多
元
的
に
存
在
す
る
。
こ
れ
は
即
ち
民
族
や
結
社
・
団
体

（
家
族
・
親
族
、
秘
密
結
社
、
宗
教
、
匪
賊
や
苦
力
の
集
団
な
ど
）

ご
と
に
そ
の
権
威
と
す
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
よ
っ
て
国
家
形
成
の
観
点
か
ら
は
、
多
元
的
権
威
を
満
洲

国
皇
帝
へ
一
元
的
に
統
一
し
、
支
配
の
正
当
性
を
獲
得
し
て
、
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
化
さ
れ
た
満
洲
国
国
民
社
会
を
形
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
先
に
は
更
に
、
日
満
両
国
国
民
社
会
の
ゲ
マ
イ
ン

シ
ャ
フ
ト
化
が
構
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
展
開
は
大
山
の
民

族
論
か
ら
す
れ
ば
必
然
的
で
あ
り
、
大
山
の
民
族
論
は
結
果
的
に
は

同
時
代
の
他
の
民
族
論
同
様
に
、
満
洲
へ
の
指
導
、
合
作
と
い
う
当

時
の
日
本
の
満
洲
政
策
、
更
に
は
大
東
亜
共
栄
圏
の
思
想
と
通
じ
る

側
面
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
関
心
の
焦
点
が
民
族
の
間
題
に
移
っ
た
こ
の
時
期
は
、
民

族
研
究
の
必
要
か
ら
京
都
帝
国
大
学
に
出
入
り
し
、
上
述
の
京
都
帝

大
の
人
々
か
ら
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
一
九
三
六
年
に
は
、
当
時
日

本
委
任
統
治
領
で
あ
っ
た
サ
イ
パ
ン
、
パ
ラ
オ
等
の
南
洋
諸
島
の
調

査
に
も
出
て
い
る
。

　
一
九
三
九
年
か
ら
は
、
満
洲
の
建
国
大
学
に
在
職
し
民
族
学
を
講

義
し
た
。
こ
の
満
洲
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
の
満
洲
研
究
が
実
証
的
な

民
族
研
究
に
な
っ
た
時
期
と
言
え
、
「
『
東
亜
諸
民
族
の
社
会
学
的
研

究
』
の
一
環
と
し
て
の
、
所
謂
満
洲
五
族
の
社
会
学
的
研
究
に
専
心

し
た
」
（
「
日
本
社
会
学
へ
の
反
省
」
、
一
九
五
六
、
五
四
五
頁
）
。
こ

の
時
期
の
大
山
は
、
意
欲
的
に
克
明
に
諸
民
族
の
実
態
調
査
を
行
い
、

「
満
洲
で
は
鉄
道
の
あ
る
と
こ
ろ
は
大
抵
行
っ
て
調
査
に
廻
っ
た
」

と
い
う
（
「
満
洲
民
族
学
会
に
つ
い
て
の
所
感
」
、
一
九
四
三
、
一
四

頁
）
。
具
体
的
な
調
査
対
象
や
テ
ー
マ
は
、
現
在
我
々
が
知
る
こ
と

の
で
き
る
範
囲
で
、
満
洲
漢
民
族
の
家
族
制
度
、
回
族
部
落
、
宗
教

的
慈
善
団
体
の
道
院
・
紅
卍
字
会
、
満
洲
族
・
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
・
蒙

古
族
・
白
系
露
族
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
・
親
族
制
度
及
び
そ
の
宗
教
生
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活
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
関
西
大
学
時
代
に
満
洲
社

会
の
自
生
的
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
し
て
既
に
そ
の
存
在
を
指
摘
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
調
査
の
結
果
は
、
理
論
化
ま
た
は
実

践
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
主
張
を
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
の
調
査
記

録
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
調
査
結
果
の
理
論
的
検
討
も
別
に
考

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
形
に
は
な
っ
て
い
な
い

（
『
中
国
人
の
家
族
制
度
の
研
究
』
、
一
九
五
二
、
一
二
〇
頁
）
。
喜
多

野
清
一
は
、
こ
の
よ
う
な
大
山
の
満
洲
時
代
の
研
究
に
対
し
て
、

「
法
制
的
視
角
を
超
え
て
、
実
に
独
自
の
観
察
力
と
直
覚
力
を
も
っ

て
生
活
の
実
態
に
迫
っ
て
い
る
の
で
、
深
い
洞
察
や
警
抜
な
着
眼
に

よ
っ
て
、
家
族
親
族
生
活
の
豊
富
な
内
容
を
挟
り
出
し
て
い
る
」
、

「
犀
利
で
精
力
的
な
細
密
な
民
族
誌
的
現
地
調
査
の
記
録
を
形
造
っ

て
い
て
、
貴
重
な
発
見
や
理
論
的
発
展
に
結
び
つ
く
べ
き
指
摘
の

数
々
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
（
喜
多
野
、
一
九
六
七
、

一
〇
九
頁
）
。

　
一
方
、
満
洲
国
皇
帝
へ
の
一
元
的
権
威
の
確
立
や
日
満
両
国
の
ゲ

マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
化
の
提
唱
と
い
っ
た
関
西
大
学
時
代
の
実
践
的
な

そ
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
と
も
言
え
る
主
張
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の

か
と
言
え
ば
、
全
く
そ
う
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
「
道
院
・
紅
卍

字
会
の
研
究
」
の
結
語
、
「
東
亜
諸
民
族
実
態
調
査
よ
り
観
た
る
東

亜
諸
民
族
統
合
政
策
に
関
す
る
一
研
究
」
、
「
道
義
国
家
建
設
と
民
族

協
和
」
、
「
民
族
協
和
の
道
」
に
お
い
て
、
自
己
の
民
族
研
究
の
現
実

的
意
義
や
満
洲
国
建
国
理
念
で
あ
る
民
族
協
和
に
対
す
る
考
え
方
を

述
べ
て
い
る
。
満
洲
国
皇
帝
の
支
配
の
正
当
性
の
確
立
を
切
実
な
課

題
と
す
る
問
題
意
識
は
、
関
西
時
代
か
ら
連
続
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
道
義
国
家
建
設
と
民
族
協
和
」
、
「
民
族
協
和
の
道
」
か
ら
は
、
日

本
と
満
洲
更
に
は
ア
ジ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
伺
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
諸
民
族
の
相
互
理
解
に
言
及
し
な
が
ら

も
皇
道
が
他
を
包
摂
す
る
と
い
う
発
想
は
や
は
り
消
え
て
は
い
な
い
。

だ
が
、
「
歴
史
形
成
の
主
動
者
と
し
て
登
場
し
た
る
優
強
民
族
は
、

単
に
自
己
目
的
に
の
み
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
つ
ね
に
自
ら
を
超
ゆ

る
工
夫
を
怠
ら
ぬ
」
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
、
満
洲
の
欺
隔
的

な
民
族
協
和
の
現
実
に
対
す
る
警
鐘
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
か
も

知
れ
な
い
（
「
民
族
協
和
の
道
」
、
一
九
四
三
、
四
頁
）
。

　
な
お
、
大
山
の
職
場
で
あ
っ
た
建
国
大
学
は
、
石
原
莞
爾
の
構
想

に
基
づ
き
辻
政
信
ら
陸
軍
・
関
東
軍
関
係
者
の
は
た
ら
き
で
建
学
さ

れ
た
と
い
う
経
緯
を
持
つ
大
学
で
あ
る
（
菅
原
、
一
九
八
九
、
一
四

四
－
一
五
二
頁
）
。
建
国
の
精
神
を
体
得
し
学
問
的
素
養
も
兼
ね
備

え
た
道
義
世
界
建
設
の
先
覚
的
指
導
者
と
な
る
人
材
養
成
を
目
的
と

し
、
「
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的
な
大
学
」
で
あ
る
こ

と
を
目
指
し
て
一
九
三
八
年
に
開
校
し
た
（
「
建
国
大
学
要
覧
」
、
一

九
九
三
、
八
一
四
頁
）
。
よ
っ
て
、
建
国
理
念
の
五
族
協
和
を
体
現
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す
べ
く
学
生
は
多
民
族
か
ら
な
り
、
学
内
で
は
各
民
族
平
等
に
共
学

し
塾
で
の
共
同
生
活
を
送
っ
た
。
こ
れ
は
建
国
大
学
の
大
き
な
特
徴

で
あ
っ
た
。
異
色
の
人
材
と
言
わ
れ
た
教
授
陣
に
は
、
京
都
帝
大
の

作
田
荘
一
（
副
総
長
）
、
東
京
帝
大
の
平
泉
澄
、
覧
克
彦
、
広
島
文

理
大
の
西
晋
一
郎
、
駐
南
京
満
州
国
公
使
の
中
山
優
、
ド
イ
ツ
文
学

の
登
張
竹
風
（
信
一
郎
）
、
三
二
独
立
バ
ン
ザ
イ
事
件
の
首
謀
者

崔
南
善
、
北
京
大
の
飽
明
鈴
、
蘇
益
信
ら
が
い
た
（
山
口
、
一
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

五
、
二
八
二
ー
二
八
三
頁
）
。
大
山
と
研
究
領
域
の
近
い
と
こ
ろ
で

は
、
大
間
知
篤
三
、
中
野
清
一
、
松
井
了
穏
、
瀧
川
政
次
郎
、
江
藤

　
　
　
　
（
4
）

則
義
ら
が
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
九
年
に
は
、
研
究
業
務
を
開
始

す
べ
く
建
国
大
学
研
究
院
が
開
設
さ
れ
、
基
礎
、
政
治
、
経
済
、
文

教
、
総
合
の
各
研
究
部
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
さ
ら
に
い
く
つ
か
の

研
究
班
が
設
置
さ
れ
研
究
会
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
満
洲
民
族
学
会
は
、
大
山
が
そ
の
創
立
を
提
唱
し
組
織
化

に
努
力
し
、
一
九
四
二
年
五
月
に
成
立
し
た
。
機
関
誌
は
、
創
刊
号

も
出
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
存
在
を
確
認
で
き
る
の
は
、
第
一
巻

第
一
、
二
、
三
号
、
第
二
巻
一
、
二
、
三
、
四
、
五
・
六
号
（
一
九

四
三
年
～
一
九
四
五
年
）
で
あ
る
。

　
日
本
の
敗
戦
と
共
に
建
国
大
学
も
閉
鎖
と
な
り
、
大
山
は
一
年
の

抑
留
生
活
の
後
に
故
郷
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
母
国
の

荒
廃
に
直
面
し
て
政
治
へ
の
情
熱
が
湧
い
た
」
大
山
は
、
加
治
木
町

長
と
鹿
児
島
県
県
会
議
員
に
立
候
補
し
た
（
喜
多
野
、
一
九
六
七
、

一
〇
八
頁
）
。
だ
が
、
一
九
四
七
年
に
は
、
母
校
復
興
の
要
請
に
こ

た
え
七
高
講
師
嘱
託
、
一
九
四
八
年
に
同
校
講
師
と
な
り
、
一
九
五

〇
年
に
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
社
会
学
主
任
教
授
に
就
任
し
た
。
在

任
中
に
は
、
鹿
児
島
大
学
を
南
方
の
自
然
と
社
会
に
関
す
る
科
学
的

研
究
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
全
学
の
有
志
教
官
と
と
も
に
南
方
産
業

科
学
研
究
所
設
置
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
学
会
活
動
で
は
、
日
本
社

会
学
会
の
理
事
や
評
議
員
を
務
め
、
そ
し
て
西
部
社
会
学
会
で
も
中

心
的
人
物
で
あ
っ
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
満
洲
で
そ
れ
ま
で
の
一
切
の
研
究
資
料
を
失
っ
た

戦
後
の
大
山
は
、
南
方
諸
島
の
社
会
学
的
研
究
に
向
か
っ
た
。
調
査

地
は
種
子
島
か
ら
始
ま
り
、
研
究
の
進
展
に
伴
い
南
西
諸
島
を
徐
々

に
南
下
し
、
沖
縄
、
八
重
山
、
波
照
間
島
ま
で
伸
び
て
い
っ
た
。
そ

こ
で
は
家
族
、
親
族
組
織
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
研
究
を

行
い
、
そ
れ
ま
で
の
「
東
亜
諸
民
族
の
社
会
学
的
研
究
」
の
一
部
を

な
す
と
言
え
る
。
八
重
山
諸
島
や
沖
縄
に
は
、
戦
前
、
戦
中
期
に
既

に
調
査
研
究
に
出
て
い
た
（
「
日
本
社
会
学
へ
の
反
省
」
、
一
九
五
六
、

五
四
五
頁
、
『
建
国
大
学
研
究
院
月
報
』
第
六
号
、
一
九
四
一
）
。
こ

の
南
西
諸
島
の
家
族
制
度
は
、
社
会
学
の
み
な
ら
ず
社
会
人
類
学
、

民
族
学
に
お
い
て
も
関
心
を
集
め
て
い
る
研
究
領
域
で
あ
る
が
、
大

山
の
場
合
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
満
洲
時
代
に
行
っ
た
漢
民
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族
や
そ
の
他
の
諸
民
族
調
査
が
南
西
諸
島
を
見
る
比
較
の
枠
組
み
を

形
成
し
、
方
法
論
的
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
喜
多
野
清
一
は
、
大
山
の
南
西
諸
島
研
究
の
立
場

に
つ
い
て
、
「
社
会
学
で
の
同
族
と
親
族
の
構
造
連
関
に
つ
い
て
の

諸
論
点
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
」
と
同

時
に
「
社
会
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
む
し
ろ
協
調
し
が
た
い
」

と
い
う
独
白
の
も
の
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
（
喜
多
野
、
一
九
六
七
、

二
〇
頁
）
。

　
そ
し
て
、
南
西
諸
島
研
究
は
、
ま
ず
『
南
西
諸
島
の
家
族
制
度
の

研
究
－
種
子
島
マ
キ
と
奄
美
大
島
・
与
論
島
ハ
ラ
の
社
会
学
的
研

究
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
業
績
に
よ
り
大
山
は
東
洋
大
学

か
ら
一
九
六
二
年
に
文
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
（
主
査
は
鈴
木
栄
太

郎
）
。
そ
し
て
更
に
沖
縄
の
家
族
制
度
の
研
究
を
ま
と
め
あ
げ
、
『
中

国
人
の
家
族
制
度
の
研
究
』
と
上
掲
書
と
で
三
部
作
を
完
成
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
「
沖
縄
の
家
族
制
度
の
研
究
（
其

の
二
）
」
、
］
九
六
四
、
一
（
口
）
七
頁
）
。
し
か
し
、
一
九
六
五
年
夏
に

病
に
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
同
年
］
二
月
九
日
に
逝
去
し
、
こ
の
三
部
作

は
未
完
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

著
作
目
録
は
、
］
、

ッ
セ
イ
に
分
類
し
た
。

単
行
書
及
び
訳
書
、
二
、
論
文
、
書
評
、
工

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
『
経
済
学
論
集
故
大

山
彦
一
博
士
追
悼
号
』
に
掲
載
の
「
業
績
目
録
」
に
、
更
に
今
回
所

在
が
確
認
で
き
た
論
文
約
4
0
編
を
加
え
た
。
尚
、
二
で
『
年
報
社
会

学
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
日
本
社
会
学
会
大
会
で
の
報
告

要
旨
で
あ
る
。

　
ま
た
、
二
で
は
、
本
人
に
よ
る
出
典
の
明
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
原
文
の
ま
ま
で
又
は
論
旨
を
変
え
る
こ
と
な
く
若
干
の
加
筆

や
削
除
を
行
っ
て
、
単
行
書
に
再
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
々
見
ら

れ
る
。
よ
っ
て
そ
れ
ら
に
は
、
参
考
ま
で
に
再
録
さ
れ
て
い
る
単
行

書
の
番
号
を
つ
け
て
お
い
た
。
尚
、
『
中
国
人
の
家
族
制
度
の
研
究

ー
東
亜
諸
民
族
の
社
会
学
的
考
察
1
』
は
、
戦
前
の
業
績
を
戦
後
に

出
版
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
地
名
表
記
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る

程
度
で
あ
る
。

【
、
単
行
書
及
び
訳
書

一
九
五
二
　
『
中
国
人
の
家
族
制
度
の
研
究
－
東
亜
諸
民
族
の
社
会

　
　
　
　
学
的
考
察
1
』
、
関
書
院
　
【
1
】

一
九
六
〇
　
『
南
西
諸
島
の
家
族
制
度
の
研
究
－
種
子
島
マ
キ
と
奄

　
　
　
　
美
大
島
・
与
論
島
ハ
ラ
の
社
会
学
的
研
究
』
、
関
書
院

　
　
　
　
　
【
2
】

（
訳
　
書
）

一
九
二
七
　
『
テ
ボ
ー
リ
ン
著
「
唯
物
弁
証
法
と
自
然
科
学
」
』
、
希
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二
、
論
文
、

一
九
二
六

一
九
二
六

一
九
二
九

一
九
三
〇

一
九
三
〇

一
九
三
〇

一
九
三
〇

一
九
三
〇

一
九
三
〇

望
閣

書
評
、
エ
ッ
セ
イ

「
友
子
同
盟
の
研
究
」
『
社
会
学
雑
誌
』
第
二
九
号
、
日

本
社
会
学
会

「
友
子
同
盟
の
研
究
（
二
・
完
）
」
『
社
会
学
雑
誌
』
第

三
〇
号
、
日
本
社
会
学
会

「
需
8
0
己
＜
8
≦
8
器
－
人
と
学
説
」
『
関
西
大
学

学
報
』
第
七
一
号

「
社
会
学
入
門
－
社
会
学
へ
の
手
引
き
（
一
）
」
『
公
民

講
座
』
六
七
、
国
民
同
志
会

「
社
会
学
入
門
－
社
会
学
へ
の
手
引
き
（
二
）
」
『
公
民

講
座
』
六
八
、
国
民
同
志
会

「
社
会
学
入
門
－
社
会
学
へ
の
手
引
き
（
三
）
」
『
公
民

講
座
』
六
九
、
国
民
同
志
会

「
社
会
学
入
門
ー
社
会
学
へ
の
手
引
き
（
四
）
」
『
公
民

講
座
』
七
〇
、
国
民
同
志
会

「
杉
山
栄
氏
著
「
社
会
科
学
十
二
講
」
に
就
て
」
『
社
会

学
徒
』
四
巻
八
号
、
社
会
学
徒
社

「
武
田
鼎
一
氏
著
「
経
済
学
新
論
」
、
杉
山
栄
氏
著
「
社

会
科
学
十
二
講
」
［
紹
介
］
」
『
関
西
大
学
学
報
』
第
八

一
九
三
〇

一
九
三
一

一
九
三
一

一
九
三
一

一
九
三
一

一
九
三
一

一
九
三
一

一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
三

一
九
三
三

三
号

「
個
人
と
社
会
」
『
公
民
講
座
』
七
三
、
国
民
同
志
会

「
年
末
所
感
」
『
関
西
大
学
学
報
』
第
八
五
号

「
社
会
講
座
－
社
会
思
想
史
（
第
一
回
）
」
『
公
民
講
座
』

七
四
、
国
民
同
志
会

「
社
会
思
想
史
（
第
二
回
）
」
『
公
民
講
座
』
七
五
、
国

民
同
志
会

「
社
会
思
想
史
（
第
三
回
）
」
『
公
民
講
座
』
七
六
、
国

民
同
志
会

「
社
会
思
想
史
（
第
四
回
）
」
『
公
民
講
座
』
七
七
、
国

民
同
志
会

「
社
会
思
想
史
（
第
五
回
・
完
）
」
『
公
民
講
座
』
七
八
、

国
民
同
志
会

「
加
藤
哲
二
氏
著
「
独
逸
経
済
思
想
史
」
［
紹
介
］
」
『
関

西
大
学
学
報
』
第
九
〇
号

「
政
治
的
者
－
政
治
学
の
基
礎
概
念
の
一
研
究
ー
（
政

治
統
治
制
論
又
は
権
力
論
）
（
一
）
」
『
関
西
大
学
学
報
』

九
五
号

「
満
洲
を
観
る
1
満
洲
産
業
建
設
学
徒
研
究
団
参
加
記

（
一
）
」
『
関
西
大
学
報
』
第
二
二
号

「
満
洲
を
観
る
1
満
洲
産
業
建
設
学
徒
研
究
団
参
加
記
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一
九
三
三

　
　
一
九
三
三

　
　
一
九
三
三

　
　
一
九
三
三

　
　
一
九
三
四

　
　
一
九
三
四

　
　
一
九
三
五

　
　
一
九
三
五

料
　
　
一
九
三
六

資係関史
　
　
一
九
三
六

学会社
　
　
一
九
三
六

（
二
）
」
『
関
西
大
学
学
報
』
第
二
三
号

「
満
洲
国
王
道
政
治
と
皇
道
政
治
（
］
）
」
『
関
西
大
学

学
報
』
第
一
二
二
号

「
満
洲
を
観
る
1
満
洲
産
業
建
設
学
徒
研
究
団
参
加
記

（
三
）
」
『
関
西
大
学
学
報
』
第
一
一
四
号

「
満
洲
国
王
道
政
治
と
皇
道
政
治
（
二
）
」
『
関
西
大
学

学
報
』
第
一
一
四
号

「
政
治
概
念
の
社
会
学
的
研
究
」
『
年
報
社
会
学
』
第
一

輯
、
日
本
社
会
学
会

「
政
治
概
念
の
社
会
学
的
研
究
」
『
関
西
大
学
学
報
』
第

一
一
六
号

「
権
力
の
構
造
」
『
研
究
論
集
』
第
一
号
、
関
西
大
学

「
空
よ
り
観
る
満
洲
と
日
本
の
自
然
と
社
会
」
『
関
西
大

学
学
報
』
第
二
一
九
号

「
日
満
両
国
の
国
民
社
会
の
構
造
」
『
年
報
社
会
学
』
第

三
輯
、
日
本
社
会
学
会

「
日
満
両
国
の
構
造
及
聯
関
－
社
会
学
的
・
政
治
学
的

研
究
」
『
関
西
大
学
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』

「
南
洋
群
島
の
社
会
構
造
と
其
統
制
（
一
）
」
『
関
西
大

学
学
報
』
第
一
四
二
号

「
南
洋
群
島
の
社
会
構
造
と
其
統
制
（
二
）
」
『
関
西
大

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
三
八

一
九
三
八

一
九
三
九

一
九
四
〇

一
九
四
〇

一
九
四
一

一
九
四
一

学
学
報
』
第
一
四
三
号

「
満
洲
社
会
の
構
造
と
其
統
制
」
『
年
報
社
会
学
』
第
四

輯
、
日
本
社
会
学
会

「
満
洲
国
新
政
治
組
織
」
『
研
究
論
集
（
法
律
・
政
治

篇
）
』
第
七
号
、
関
西
大
学

「
南
洋
諸
島
原
始
社
会
の
社
会
学
的
研
究
」
『
年
報
社
会

学
』
第
五
輯
秋
季
號
、
日
本
社
会
学
会

「
南
洋
群
島
原
始
民
族
社
会
の
研
究
（
一
）
」
『
考
古
学

論
叢
』
第
七
輯
、
考
古
学
研
究
会
　
↓
【
1
】

「
南
洋
群
島
原
始
民
族
社
会
の
研
究
（
二
）
」
『
考
古
学

論
叢
』
第
九
輯
、
考
古
学
研
究
会
　
↓
【
1
】

「
南
洋
群
島
原
始
民
族
社
会
の
研
究
（
三
）
」
『
考
古
学

論
叢
』
第
一
四
輯
、
考
古
学
研
究
会
　
↓
【
1
】

「
南
洋
群
島
原
始
民
族
社
会
の
研
究
（
四
）
」
『
考
古
学

論
叢
』
第
一
五
輯
、
考
古
学
研
究
会
　
↓
【
1
】

「
陳
巴
爾
虎
族
考
」
『
建
国
大
学
研
究
院
月
報
』
第
二
号

↓
【
1
】

「
薩
満
教
と
満
洲
族
の
家
族
制
度
」
『
年
報
社
会
学
』
第

八
輯
、
日
本
社
会
学
会

「
薩
満
教
と
満
洲
族
の
家
族
制
度
」
『
民
族
学
研
究
』
七

巻
二
号
、
日
本
民
族
学
会
　
↓
【
1
】
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一
九
四
二

4クc9号4
　
　
一
九
四
二

巻70究
研
　
一
九
四
二

学法　
　
一
九
四
二

　
　
一
九
四
二

　
　
一
九
四
三

　
　
一
九
四
三

　
　
一
九
四
三

一
九
四
五

「
東
亜
諸
民
族
実
態
調
査
よ
り
観
た
る
東
亜
諸
民
族
統

合
政
策
に
関
す
る
一
研
究
」
『
日
本
諸
学
振
興
委
員
会

研
究
報
告
［
法
学
］
』
一
四
、
文
部
省
教
学
局

「
道
義
国
家
建
設
と
民
族
協
和
」
『
芸
文
』
一
巻
六
号
、

満
洲
“
芸
文
社

「
国
民
編
成
の
討
議
（
建
大
教
授
座
談
会
）
」
『
芸
文
』

一
巻
七
号
、
満
洲
H
芸
文
社

「
道
院
・
紅
卍
字
会
の
研
究
」
『
建
国
大
学
研
究
院
研
究

期
報
』
第
三
号

「
．
民
族
研
究
會
の
事
”
」
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
〇
月
三

〇
日

「
オ
ロ
チ
ヨ
ン
調
査
の
旅
」
『
建
国
大
学
研
究
院
月
報
』

第
二
五
号
、
建
国
大
学

「
満
洲
民
族
学
会
に
つ
い
て
の
所
感
」
『
満
洲
民
族
学
会

会
報
』
第
一
巻
第
一
号

「
民
族
協
和
の
道
1
『
超
え
て
修
理
も
の
は
歴
史
的
形

成
の
主
体
者
で
あ
る
』
ー
覚
書
」
『
建
国
大
学
研
究
院

月
報
』
第
三
六
号

「
満
洲
回
回
族
考
（
漢
回
の
部
落
実
態
概
況
）
ー
蜂
蜜

営
子
調
査
抄
1
」
『
満
洲
民
族
学
会
会
報
』
第
二
巻
第

五
・
六
号
↓
【
1
】

一
九
四
九

一
九
五
二

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
四

一
九
五
五

］
九
五
六

一
九
五
六

一
九
五
六

一
九
五
七

「
郡
倫
春
族
の
親
族
関
係
と
隣
組
」
『
現
代
社
会
学
の
諸

問
題
』
（
戸
田
貞
三
博
士
還
暦
祝
賀
記
念
論
文
集
）
、
弘

文
堂
　
↓
【
1
】

「
種
子
島
マ
キ
の
研
究
」
『
文
科
報
告
』
第
一
号
、
鹿
児

島
大
学
文
理
学
部
　
↓
【
2
】

「
末
子
相
続
よ
り
長
子
相
続
へ
1
屋
久
島
一
湊
部
落
の

例
1
」
『
文
科
報
告
』
第
二
号
、
鹿
児
島
大
学
文
理
学

部
　
↓
【
2
】

「
国
家
と
民
族
」
『
社
会
科
報
告
』
第
一
号
、
鹿
児
島
大

学
文
理
学
部

「
種
子
島
マ
キ
の
構
造
と
変
動
」
『
社
会
学
の
諸
問
題
』

（
高
田
保
馬
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
）
、
有
斐
閣

「
東
北
地
方
マ
キ
の
研
究
」
『
社
会
科
報
告
』
第
二
号
、

鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
　
↓
【
2
】

「
奄
美
大
島
の
村
落
社
会
」
『
鹿
児
島
大
学
南
方
産
業
科

学
研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
巻
第
二
号
　
↓
【
2
】

「
シ
ニ
グ
と
其
社
会
的
基
礎
」
『
社
会
科
報
告
』
第
三
号
、

鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
　
↓
【
2
】

「
日
本
社
会
学
の
反
省
」
『
日
本
社
会
学
の
課
題
』
（
林

恵
海
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）
、
有
斐
閣

「
訪
問
婚
」
『
社
会
科
報
告
』
第
四
号
、
鹿
児
島
大
学
文
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一
九
五
七

一
九
五
七

一
九
五
八

一
九
五
九

一
九
五
九

一
九
五
九

一
九
六
〇

　社会学史関係資料

九　　　　九
　エ ム　　　　　　　　　　　　　ユみ

ノ、　　　　　　　ノ、

一　　　　〇

理
学
部
　
↓
【
2
】

「
戦
後
日
本
農
村
家
族
」
『
社
会
科
報
告
』
第
四
号
、
鹿

児
島
大
学
文
理
学
部

「
奄
美
大
島
の
村
落
構
造
と
社
会
生
活
－
特
に
ヒ
キ
と

ハ
ロ
ウ
ジ
に
つ
い
て
ー
」
『
人
類
科
学
』
九
、
九
学
会

連
合
「
シ
ニ
グ
ヘ
の
参
加
」
『
社
会
科
報
告
』
第
五
号
、
鹿
児

島
大
学
文
理
学
部
　
↓
【
2
】

「
パ
ラ
ジ
と
シ
ニ
グ
」
『
社
会
科
報
告
』
第
六
号
、
鹿
児

島
大
学
文
理
学
部
　
↓
【
2
】

「
与
論
島
の
パ
ラ
ジ
と
シ
ニ
グ
（
奄
美
よ
り
）
」
九
学
会

連
合
奄
美
大
島
共
同
調
査
委
員
会
『
奄
美
』
、
日
本
学

術
振
興
会

「
オ
ッ
ト
イ
ヨ
メ
ジ
ョ
（
掠
奪
婚
）
」
『
西
部
社
会
学
会

研
究
通
信
』
一
〇
、
西
部
社
会
学
会

「
パ
ラ
ジ
と
シ
ニ
グ
（
補
遺
）
」
『
社
会
科
報
告
』
第
七

号
、
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
　
↓
【
2
】

「
ト
カ
ラ
諸
島
の
社
会
学
的
研
究
（
第
一
部
）
」
『
鹿
児

島
大
学
南
方
産
業
科
学
研
究
所
研
究
報
告
』
第
二
巻
第

二
号
「
南
西
諸
島
の
家
族
制
度
の
研
究
補
遺
」
『
社
会
科
報

九
γ、

一
九
六
二

一
九
六
三

一
九
六
三

一
九
六
四

告
』
第
八
号
、
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部

「
奄
美
大
島
与
論
島
の
家
族
制
度
と
祭
祀
ー
パ
ラ
ジ
と

シ
ニ
グ
ー
」
『
鹿
児
島
大
学
南
方
産
業
科
学
研
究
所
研

究
報
告
』
第
三
巻
第
一
号

「
沖
永
良
部
島
の
家
族
制
度
の
研
究
ー
南
日
本
家
族
制

度
研
究
の
一
環
と
し
て
ー
」
『
社
会
科
学
報
告
』
第
九

号
、
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部

「
沖
縄
の
家
族
制
度
の
研
究
（
其
］
）
」
『
社
会
科
学
報

告
』
第
］
○
号
、
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部

「
沖
永
良
部
島
の
両
系
的
家
族
制
」
『
鹿
児
島
大
学
南
方

産
業
科
学
研
究
所
研
究
報
告
』
第
三
巻
第
二
号

「
沖
縄
の
家
族
制
度
の
研
究
（
其
二
）
ー
沖
縄
・
八
重

山
・
波
照
間
島
の
場
合
1
」
『
社
会
科
学
報
告
』
第
一

一
号
、
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部

（
1
）
　
た
だ
し
、
清
水
盛
光
が
こ
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か

　
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
検
討
が
必
要
て
あ
ろ
う
。

（
2
）
例
え
ば
、
親
族
相
続
法
の
立
法
の
た
め
の
満
州
国
司
法
部
に
よ

　
る
家
族
制
度
旧
慣
調
査
（
千
種
達
夫
編
著
、
一
九
六
四
、
『
満
洲
家

族
制
度
の
慣
習
』
、
一
粒
社
）
、
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
に
よ
る
農

　
村
実
態
調
査
の
中
の
農
村
社
会
生
活
篇
（
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
、

　
一
九
三
七
、
『
産
調
資
料
（
4
5
）
－
（
9
）
農
村
社
会
生
活
篇
－
康
徳
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元
年
度
農
村
実
態
調
査
報
告
書
1
』
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
　
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
、
ガ
ン
ジ
ー
や
ト
ロ
ツ
キ
ー
、
パ
ー
ル

　
バ
ッ
ク
ら
も
教
授
候
補
者
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
楓
、
一
九
八
三
、

　
一
四
七
頁
）
。

（
4
）
　
『
建
国
大
学
研
究
院
月
報
』
に
記
載
の
各
年
度
の
常
置
研
究
班

所
属
班
員
一
覧
よ
り
。

文
　
献

秋
元
律
郎
　
一
九
七
九
　
『
日
本
社
会
学
史
－
形
成
過
程
と
思
想
構
造

　
ー
』
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
。

楓
元
夫
　
一
九
八
三
　
「
世
に
も
不
思
議
な
「
満
洲
建
国
大
学
」
」
『
諸

　
君
』
一
〇
月
号
、
文
芸
春
秋
。

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
　
一
九
六
六
　
『
経
済
学
論
集
　
故
大
山
彦
一

　
博
士
追
悼
号
』
第
二
号
。

関
西
大
学
図
書
館
　
一
九
五
七
　
『
関
西
大
学
論
文
目
録
－
関
西
大
学

　
機
関
誌
論
文
集
総
合
索
引
』
。

喜
多
野
清
一
　
一
九
六
七
　
「
大
山
彦
一
博
士
を
悼
む
」
『
社
会
学
評

　
論
』
六
七
号
、
日
本
社
会
学
会
。

「
満
洲
国
」
教
育
史
研
究
会
　
一
九
九
三
　
「
建
国
大
学
要
覧
」
『
「
満
洲

　
・
満
洲
国
」
教
育
資
料
集
成
八
　
学
校
要
覧
類
H
』
、
エ
ム
テ
ィ
出

　
版
。

菅
原
一
彪
　
一
九
八
九
　
「
満
州
建
国
大
学
と
石
原
莞
爾
」
中
条
立
一

　
・
菅
原
一
彪
編
『
石
原
莞
爾
の
す
べ
て
』
、
新
人
物
往
来
社
。

竹
田
旦

　
来
社
。

山
口
昌
男

一
九
八
二
　
「
解
説
」
『
大
間
知
篤
三
著
作
集
』
第
六
巻
、
未

一
九
九
五
　
『
「
挫
折
」
の
昭
和
史
』
、
岩
波
書
店
。
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